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鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
抱
き
し
め
る
や
う
に
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
を
爪
弾
き
唄

ふ
祖
国
の
歌
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　
二
句
目
が
切
な
い
。
民
族
楽
器
の
固
有
名
詞
が
効
果
的
。

鎌
倉
の
空
を
ト
ナ
カ
イ
走
る
夜
ガ
ザ
に
ミ
サ
イ
ル
飛
ぶ
の
だ
ろ
う

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
　
石
川
　
詔
子

　
控
え
め
に
詠
う
が
、
対
比
が
具
体
的
で
訴
え
る
力
の
あ
る
歌
。

岩
清
水
溜
め
て
美
味
な
る
若
水
に
洋
酒
を
割
つ
て
新
年
祝
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

　
新
年
ら
し
い
歌
。
一
、二
句
が
い
い
。
洋
酒
に
独
自
性
あ
り
。

お
布
団
を
金
木
犀
の
香
で
膨
ら
ま
せ
今
夜
は
や
さ
し
い
夢
を
見
ん

か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

父ち
ち
は
は母
の
魂
捨
つ
る
作
業
ゆ
ゑ
実
家
の
片
付
け
遅
々
と
進
ま
ず
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

干
し
柿
を
朝
夕
外
に
出
し
入
れ
し
色
見
て
触
り
て
一
日
は
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

進
化
す
る
こ
と
多
く
あ
り
ま
た
ひ
と
つ
無
人
の
レ
ジ
を
今
日
克
服

す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市     

湊  

美
根
子

星
光
り
い
た
く
冷
え
込
む
今
宵
な
り
声
出
し
読
ま
む
『
手
袋
を
買

い
に
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

二
階
堂
　
鎌
田   

澄
子

獅
子
舞
の
父
子
を
乗
せ
た
る
船
の
着
く
沖
よ
り
涛
の
ひ
か
り
つ
れ

き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

横
浜
市   

矢 

沢    

寿
美

銀
色
に
ゆ
れ
る
す
す
き
の
か
が
や
き
を
後あ

と

へ
後あ

と

へ
と
バ
ス
は
走
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市   

青
木
寿
美
子

雪
の
富
士
望
み
つ
大
き
く
息
を
吸
ふ
シ 

ニ
ア
ソ
フ
ト
の
準
備
体

操
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
秦   

　
和
之

〈
天
〉
玉
砂
利
の
歩
き
づ
ら
さ
よ
神
の
留
守  

山
ノ
内
　
高
橋   

仁

　
こ
の
季
題
は
考
え
て
し
ま
う
と
難
し
い
が
、
こ
の
句
は
少
し
の

因
果
関
係
を
保
ち
つ
つ
う
ま
く
詠
え
て
い
た
。

〈
地
〉
谷
戸
の
陽
を
大
事
に
つ
つ
む
冬
木
の
芽
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

　
い
か
に
も
鎌
倉
の
谷
戸
の
状
態
を
写
生
で
き
て
い
た
。
冬
木
の

芽
の
勢
い
も
共
に
伝
わ
っ
て
き
た
作
品
。

〈
人
〉
石
蕗
の
花
人
来
ぬ
小
径
照
ら
し
を
り  

城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
今
年
も
石
蕗
の
花
は
色
の
な
い
冬
に
確
と
咲
い
て
い
た
。
人
も

来
な
い
小
径
で
あ
る
が
、
ど
こ
か
楽
し
い
。

　
咳
す
れ
ば
友
が
差
し
出
す
飴
一
つ
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
友
と
の
関
係
が
十
七
音
に
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
た
。
季
題
も
的

確
で
あ
っ
た
。

単
線
を
コ
ン
テ
ナ
長
し
夕
時
雨
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

　
面
白
い
場
面
を
切
り
取
っ
て
き
て
、
臨
場
感
あ
る
も
の
に
な
っ

て
い
た
。
景
の
立
つ
一
句
。

古
都
の
路
地
板
塀
越
し
の
実
む
ら
さ
き
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
実
む
ら
さ
き
は
や
は
り
古
都
に
似
合
う
。
中
七
で
情
景
が
し
っ

か
り
と
浮
か
ん
で
き
た
。

一
山
の
山
気
を
ま
と
ひ
弓
始
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

小
菊
挿
す
心
に
か
な
う
高
さ
か
な
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

隧
道
の
先
は
時
雨
で
難
破
船
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

洋
館
の
扉
は
重
し
冬
薔
薇
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

雲
う
す
く
凍
て
月
の
上
を
流
れ
ゆ
く
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

ひ
っ
そ
り
と
存
在
示
す
冬
薔
薇
　
　
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

冬
の
朝
山
の
端
ど
ん
と
近
づ
け
り
　
　
　
逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

し
ぐ
る
る
や
釣
人
ひ
と
り
橋
の
上
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

齢
と
っ
て
冴
え
る
物
あ
り
老
い
の
知
恵
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

冬
め
き
て
石
参
道
に
木
々
の
蔭
　
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

混
沌
の
世
界
の
明
日
に
初
日
待
つ
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

晩
春
の
月
の
明
か
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

冬
近
し
雑
念
沈
む
川
明
り
　
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

腕
白
も
今
日
は
袴
で
七
五
三
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

㎞
。
５
百
円
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
要

申
込
。
交
通
費
、
拝
観
料
等

別
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
第
64
回
葉
山
町
農
産
物
品

評
会

▽
一
般
公
開
１
月
11
日
15
〜

16
時
、
12
日
９
〜
11
時
。
▽

即
売
会
12
日
11
時
半
〜
完
売

ま
で
。
葉
山
町
福
祉
文
化
会

館
。
葉
山
町
産
業
振
興
課
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼
帰
っ
て
き
た
古
本
リ
サ
イ

ク
ル
市

　
１
月
13
日
10
〜
14
時
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
。
不
要
な
本

の
無
料
交
換
市
。
持
込
は

13
時
ま
で
。
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
・
逗
子
（
辻
方
）
☎

０
４
６
・
８
７
１
・
７
７
０
８

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
月
13
日
十
二
所
果
樹
園
、

20
日
御
谷
山
林
、
27
日
大
仏

切
通
、各
９
時
半
現
地
集
合
。

▽
お
話
サ
ロ
ン
27
日
。
☎

23
・６
６
２
１

▼
黒
岩
知
事
と
県
民
と
の
対

話
の
広
場

　
１
月
９
日
18
時
半
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
。
脱
炭

素
社
会
の
実
現
の
た
め
に
注

目
さ
れ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

を
テ
ー
マ
に
行
う
事
例
発
表

と
意
見
交
換
。
横
須
賀
三
浦

地
域
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
６
・
８
２
３
・
０
２
９
０

▼
か
な
ぶ
ん
連
句
会
「
太
郎

冠
者
の
巻
」

　
１
月
14
日
13
時
半
、
神
奈

川
近
代
文
学
館
。
第
六
句
に

続
け
て
参
加
者
が
七
句
目
以

降
を
詠
み
半
歌
仙
の
連
句
を

完
成
さ
せ
る
。無
料
。同
館
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
１
月
20
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
21
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
。
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
月

26
日
、２
月
11
日
８
〜
14
時
半
。

雑
貨
･
衣
類
･
手
造
り
品
な

ど
約
20
店
。▽
骨
董
市
27
日
７

時
半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

　
２
月
４
日
14
時
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
。
松
坡
・
田
辺

新
之
助
と
関
り
の
深
い
寺
社

を
取
り
上
げ
同
氏
の
詩
を
紹

介
。
無
料
。
要
申
込
。
同
館

☎
25
・
２
６
１
１

▼
音
楽
か
ら
出
会
う
堀
辰
雄

―
蓄
音
機
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

で
聴
く

　
３
月
２
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
横
浜
市
立
大
庄
司
達
也

教
授
を
講
師
に
、
堀
辰
雄
が

集
め
聞
い
て
い
た
盤
の
レ
コ

ー
ド
な
ど
を
蓄
音
機
で
演

奏
。
作
品
や
エ
ッ
セ
イ
か

ら
人
と
文
学
に
迫
る
。
千

円
。
同
館
☎
０
１
２
０
・
１

１
９
２
・
４
０

▼
葉
山
町
役
場
新
春
の
集
い

　
１
月
５
日
11
時
、
葉
山
小
学

校
体
育
館
。
５
百
円
。
政
策
課
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
催
し

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
１

月
７
・
21
日
11
・
14
時
。
無

料
。
▽
バ
ラ
の
冬
剪
定
講
座

１
月
８
日
10
時
半
、13
時
半
。

無
料
。
▽
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
14
日
11
・
14
時
。

▼
楽
し
く
学
び
自
分
み
が
き

▽
「
多
様
性
を
深
め
ま
専

科
」
１
月
７
日
９
時
半
。
難

病
Ａ
Ｌ
Ｓ
発
症
の
経
験
か
ら

見
え
て
き
た
人
生
の
在
り
方

を
考
え
る
。
▽
「
映
画
で
始

ま
る
地
域
づ
く
り
を
楽
し
み

ま
専
科
」
１
月
21
日
９
時

半
。
シ
ネ
マ
ア
ミ
ー
ゴ
館
長

の
長
島
源
さ
ん
が
映
画
祭
を

展
開
す
る
想
い
を
語
る
。

　
無
料
。
会
場
は
逗
子
文
化

プ
ラ
ザ
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
。
市
内
在
住
者
対
象
。

逗
子
市
教
育
委
員
会
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
あ
ー
す
ぷ
ら
ざ
の
講
演

▽
髙
谷
敏
雄
講
演
会
「
料
理

人
の
み
が
知
る
謎
に
包
ま
れ

た
食
生
活
」
１
月
13
日
14

時
。
元
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
専
属
料
理
人
が
マ
イ
ケ

ル
の
素
顔
に
迫
る
。

▽Kazuho M
onster

ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
「
生
き
た
証
を
こ

の
世
に
残
す
」
27
日
14
時
。

　
会
場
は
本
郷
台
の
あ
ー

す
ぷ
ら
ざ
。
各
４
百
円
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
予
約
制
。
同
館
☎

４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
鎌
倉
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
講
座

▼
か
ま
く
ら
シ
ニ
ア
健
康
大
学

「
こ
こ
ろ
を
穏
や
か
に
整
え
る

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
実
践
編
」

　
１
月
24
日
13
時
半
、
鎌
倉

深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
。
精
神

科
医
、
林
香
寺
住
職
・
川
野

泰
周
さ
ん
の
お
話
。
市
民
健

康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
暮
ら
し
に
活
か
す
、
火
星

の
技
術
〜
将
来
の
地
球
環
境

に
あ
わ
せ
た
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
な
暮
ら
し
方
を
考
え
る

　
１
月
27
日
13
時
半
、
逗

子
文
化
プ
ラ
ザ
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
。
火
星
で
の
過

酷
な
環
境
で
暮
ら
す
た
め

の
研
究
成
果
を
学
ぶ
。
日

本
火
星
協
会
・
村
川
恭
介

理
事
長
の
お
話
。
無
料
。

申
込
は
22
日
ま
で
。
☎

０
４
６
・
８
７
２
・
３
０
０
１

▼
支
え
る
人
を
ひ
と
り
に
し

な
い
〜
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も

と
そ
の
家
庭
で
何
が
起
き
て

い
る
の
か

　
１
月
28
日
13
時
半
、
オ
ン

ラ
イ
ン
。
立
正
大
学
森
田
久

美
子
教
授
の
講
演
。
無
料
。

申
込
は
24
日
ま
で
。
地
域
生

活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
ら

い
む
☎
61
・
３
２
０
５

▼
松
坡
文
庫
研
究
会
第
７
回

講
演
会
「
松
坡
先
生
と
鎌
倉

の
寺
社
」

Ａ
ロ
ミ
・
ユ
ニ 

コ
ン
フ
ィ

チ
ュ
ー
ル
代
表
い
が
ら
し
ろ

み
さ
ん
の
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー

ル
を
楽
し
む
暮
ら
し
１
月

19
・
26
日
、
２
月
２
日
19

時
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
。
ジ
ャ
ム
の
世
界
や
菓
子

研
究
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
な
ど
を
学
ぶ
。
高
校
生

以
上
。
２
５
０
０
円
。

Ｂ
手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

親
し
い
人
に
贈
ろ
う
２
月
４

日
13
時
、
玉
縄
学
習
セ
ン
タ

ー
。
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｗ

Ａ
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
三
輪
壽

人
男
さ
ん
が
講
師
。
小
学
３

〜
６
年
生
対
象
。
８
百
円
。

　
申
込
はhttp://kirara-

kam
akura-city.jp/

event/ 

　Ａ
10
日
、
Ｂ
４
〜

26
日
ま
で
。
多
数
抽
選
。
同

セ
ン
タ
ー
☎
25
・
２
０
３
０

無
料
。
▽
春
の
こ
け
玉
盆
栽

づ
く
り
２
月
３
日
10
・
13
時

半
。
２
千
円
。
15
日
ま
で
に

申
込
。
▽
バ
レ
ン
タ
イ
ン
カ

カ
オ
イ
ベ
ン
ト
２
月
10
日

10
・
13
時
半
。
無
料
。
23
日

ま
で
に
申
込
。
入
園
料
４
百

円
。
☎
46
・
２
１
８
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
１
月
７
日
12
時
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
19
日
17
時
半
。
▽
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
24
日
16
時
半
。

各
大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０・５
１
９
９・
１
６
５
４

fl atcafekamakura@

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は 11 月に一般 124 冊、
児童書 27 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「宮部みゆきが『本よみうり堂』でおすすめした本
－ 2015 － 2019」宮部みゆき著　中央公論新社　中公新
書ラクレ　▼「年長者の作法－「老害」の時代を生きる
50 のヒント」一条真也著　主婦と生活社（老いに親しむ
レシピ）▼　「福沢諭吉変貌する肖像－文明の先導者から
文化人の象徴へ」小川原正道著　筑摩書房（ちくま新書）
　▼「めざせ！ムショラン三ツ星－刑務所栄養士、今日
も受刑者とクサくないメシ作ります」　黒栁桂子著　朝日
新聞出版▼「自分でパパッと書ける確定申告－令和 6年 3
月 15 日締切分」平井義一監修　翔泳社▼ 「日本のエネル
ギーまるわかり」塙和也著　日経BP日本経済新聞出版（日
経文庫）▼ 「新入社員は 78 歳－小さな会社が見つけた誰
もが幸せを感じられる働き方」市川慎次郎著　かんき出版 
▼「料理研究家のくせに「味の素」を使うのですか？」リュ
ウジ著　河出書房新社（河出新書）▼ 「長く続けられる美
しい庭づくり－多年草で手間いらず！」青木純子著　主婦
の友社▼ 「凛とした人」になる和の教養手帖」竹田理絵著
　実務教育出版（「お茶」を学ぶ人だけ知っている）▼ 「い
けばなの思想－空海にはじまる千二百年の歴史」中山真知
子著　春秋社▼ 「日本一の角打ち！明石・魚の棚商店街「た
なか屋」の絶品つまみ」田中裕子著　誠文堂新光社▼ 「き
みのお金は誰のため－ボスが教えてくれた「お金の謎」と
「社会のしくみ」」田内学著　東洋経済新報社▼ 「物語、英
語で読んでみない？」佐藤和哉著　岩波書店

鎌倉市中央図書館（11月分）

gmail.com

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
　

   

古
都
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

▽
新
春
恒
例 

鎌
倉
七
福
神

を
巡
る
１
月
12
・
15
・
17
・

19
日
９
時
、
北
鎌
倉
駅
東
口

集
合
。約
４
・
５
㎞
。７
百
円
。

▽
辰
年
の
開
運
！
鎌
倉
で
龍

め
ぐ
り
１
月
10
・
22
・
24
日

９
時
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
大

船
駅
改
札
裏
広
場
集
合
。
約

２
・
５
㎞
。
７
百
円
。
▽
初

春
の
花
紀
行
―
太
郎
庵
椿
咲

く
覚
園
寺
・
寒
紅
梅
咲
く
荏

柄
天
神
社
参
拝
１
月
20
・
27

日
９
時
半
、
鎌
倉
駅
西
口
時

計
台
広
場
集
合
。
約
２
・
５

　
１
月
28
日
14
時
、
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
。

　
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
最
優
秀
賞
受
賞
の
清
泉

女
学
院
音
楽
部
卒
業
生
で

結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プL a 

P u r a    F u e n t e

が
今
春

オ
ー
プ
ン
す
る
地
域
食

堂
の
活
動
を
支
援
す
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
。
無
料
。
地

域
食
堂
・
ゆ
き
の
し
た
☎

０
９
０
・
４
７
５
９
・
８
７
１
１

　鎌倉・逗子・葉山の令和 6 年の新成
人は 2,362 人。
　この3地域の総人口は259,849 人（令
和 5 年 12 月 1 日現在）で、そのうち新
成人の割合は約 0.91％
　1 月8日各地域で成人式、成人のつ
どいが開催される。

第
76
回
実
朝
忌
俳
句
大
会

　
２
月
23
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。

　
１
９
９
４
年
に
清
水
哲
太

郎
さ
ん
に
新
演
出
・
振
付
さ

れ
た
作
品
。
16
世
紀
の
ド
イ

ツ
帝
国
を
舞
台
に
主
人
公
の

二
人
の
真
の
愛
を
貫
こ
う
と

す
る
姿
が
人
々
の
心
を
動
か

し
王
国
の
歴
史
を
よ
き
方
向

へ
導
い
て
い
く
様
を
描
く
。

出
演
は
森
下
洋
子
さ
ん
ら
。

　
３
千
円
〜
。松
山
バ
レ
エ
団
☎

03
・
３
４
０
８
・
７
９
３
９

２
０
２
４
新
春
公
演 

松
山
バ
レ
エ
団

新
「
白
鳥
の
湖
」鎌
倉
芸
術
館
版

地
域
食
堂
・
ゆ
き
の
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト   

　
　

L
a Pura F

uente

の
出
演
で

　
１
９
２
７
年
（
昭
和
２
）
か
ら
始
ま
っ
た
全
国
規
模
の
俳

句
大
会
。
鶴
岡
八
幡
宮
の
実
朝
公
を
祀
る
白
旗
神
社
で
奉
告

祭
に
奉
納
（
今
回
は
当
日
句
会
な
し
）。

 

実
朝
賞
、
鎌
倉
市
長
賞
な
ど
。
選
者
は
星
野
椿
さ
ん
、
松

尾
隆
信
さ
ん
、
宮
坂
静
生
さ
ん
、
安
田
の
ぶ
子
さ
ん
。

【
投
句
募
集
】
実
朝
忌
・
当
季
雑
詠
併
せ
て
２
句
（
未
発
表

作
品
、
何
組
で
も
可
）。
１
組
千
円
。

【
宛
先
】
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
境
木
本
町
66
―
２
―

１
０
７
正
谷
民
夫
方
・
実
朝
忌
俳
句
大
会
事
務
局
☎

０
４
５
・
７
２
１
・
８
５
７
０
　
１
月
15
日
当
日
消
印
有
効
。

【
発
表
】
３
月
３
日
。
投
句
者
に
入
賞
作
品
一
覧
表
郵
送
。

白
鳥
・
森
下
洋
子
さ
ん
Ⓒ
エ
ー
・
ア
イ

鎌倉・逗子・葉山 新成人鎌倉・逗子・葉山 新成人鎌倉・逗子・葉山 新成人


